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はじめに 

1．策定の?@ 

Î心から (0ÑÒ内にÓ置する手賀沼・手賀川のÕ在は、柏市、我孫子市、印西市を

はじめ流域にßらす市民にとってá重な財産であり、その水辺を取りçくèかな自êë

ìは訪れる人のðいやòしの場となっています。 

しかし、柏市、我孫子市、印西市など、いくつもの自治体にまたがる手賀沼・手賀川

をøとつの地域資源として活用していくためには、一つの自治体が個別に取り組むだけ

ではなく、地域間をまたがる広域連携をþ提とした情報交!や可能な範囲での事業連携

が必要となります。 

そこで、平成 2,年 11+に、柏市、我孫子市、印西市の３市と千葉県、/0交通2

利4川下流河川事7所（9）で構成する「手賀沼・手賀川活用推進協議会」を設立し、

手賀沼・手賀川を地域共通の資源として活用し、地域の魅力を向上させるFく総合的な

戦略を検討してきました。 

そして、平成 27年 .+に、「つながるMNーターサイド TEGA」報告書（以下、

TEGA報告書）を策定し、手賀沼・手賀川を活用した地域の魅力向上やブランドイメ

ージづくりのT機となる、３つのV本方XとそれにY応する想定事業を掲げました。そ

の上で、これらの取り組みの^導的な事業としてリーディングプロジェクトを以下のと

おり 8つ設定しました。 

 

〈TEGA報告書で設定された 8つのリーディングプロジェクト〉 

１．水辺のオープンカフェの運営 

２．農業交流拠点の整備 

３．水上アクティビティの実施 

Y．i一的なデjインによる観光案内m等の整備方Xの確立 

５．i一的なデjインによる観光トイレ等の整備 

６．qrsの整備 

�．手賀川t道整備 

p．地域情報の収集・整理と発信 

 

9現在、/0交通2利4川下流河川事7所はu協議会のオブjーバーです。 



2 
 

w「つながるMNーターサイド TEGA報告書」で提示した想定事業 
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2.本書のねらい 

TEGA報告書で設定されたリーディングプロジェクト等の事業では、具体的なプラ

ンまでは示していないため、事業の方Xが提示されたz{に留まっていました。しかし、

現状では各地で複数の活性化事業が始まっており、これから�が行われるのかを整理し、

その場所で求められるリーディングプロジェクト等の事業のY�地や機能、規模を決め

たり、いくつかのパターンを�げてデjインを検討したり、将来的には民間事業者の�

�についても考えていく必要があります。 

そのため、リーディングプロジェクト等の想定事業の実現を目指すにあたっては、手

賀沼・手賀川地域の“現況”を�確に��したうえで、実現化のハードルとなる課題を

整理し、分析することが必要となります。本書は、こうした��を担う目的で策定した

ものであり、リーディングプロジェクト等の事業実現化に向けたアクションの提案書と

Ó置�けられます。特に広域連携で取り組む必要があるものや広域連携により相乗効果

が見£めるものについては、課題とその解決の方策を示し、今後の取り組みの方向性を

示しています。 

具体的には、本書の第一章および第二章では、手賀沼・手賀川地域で主に自治体が行

っている計画や事業等を整理し、地域全体の視点と各エリアの視点から現況と課題の分

析を行いました。第三章では、本協議会構成§体を中心に、広域連携で取り組むことに

よって、事業の進展や相乗効果が期«できるリーディングプロジェクト等の事業の実現

に向け、課題や今後の方策について整理・分析を行いました。それらを踏まえ、第Ë章

において、今後の連携のあり方や取り組み体制について示しました。
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w本書の構成と「つながるMNーターサイド TEGA」報告書との関係 
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第一章　手賀沼・手賀川活用の実態
１．手賀沼・手賀川の特性

都心から40!(1時間)圏内に位置する手賀沼

市民・民間の手で保全されてきた
地域の貴重な“景観資源”“自然環境”

 地理・歴史
都心から一番近い天然の湖沼

　手賀沼は、国や県、流域市町の施策
に加えて、大正・昭和初期に活動した
杉村楚人冠をはじめとする多くの市民
・民間の手で保全されてきました。

度重なる水害と人口増に伴う水質汚濁

　手賀沼は都心から一番近い天然の湖
沼で、手賀川を含む面積は約 6.5 "、
平均水深は 86 cmとなっています。
また、流域は千葉県の松戸市・流山市
・鎌ケ谷市・白井市・柏市・印西市・
我孫子市の７市にまたがり、流域面積
は 143.98 "あります。このうち手賀
川は、手賀沼の西端から利根川までの
延長 7.7 kmの河川です。
（手賀沼の河川管理者は千葉県、手賀
川の河川管理者は国土交通省）。

　その後、干拓や埋め立てにより水域
面積が減少したことに加え、都心から
30 ～ 40 #$圏内である流域の人口が、
昭和30年代以降の経済成長により増加
の一途を辿り、大量の生活雑排水が流
入しました。このため、昭和47年 ～ 
平成12年までは全国の湖沼で水質ワー
スト１という状態が続きました。
　現在は、下水道整備や北千葉導水事
業、市民による浄化活動など、数々の
努力により水質は改善し、全国ワース
ト１から脱しましたが、環境基準には
達しておらず、引き続き水質浄化の取
り組みが続けられています。

手賀沼の水域の変化

fig.1：1928年（昭和 3年）頃 ※戦後の干拓前

fig.2：2014年（平成26年）頃 ※戦後の干拓後

　手賀沼は江戸時代以降、数々の治水
対策と干拓事業が行われてきましたが、
度重なる洪水のため失敗の連続でした。
　昭和期に入り、利根川上流のダムの
整備や排水機場の整備などにより洪水
は減少し、昭和21 ～ 43年の国営干拓
事業を経て現在の面積となりました。
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　古墳や寺社、大正・昭和初期の文化
人、白樺派の文人達が暮した別荘や居
宅等の史跡、往時の趣を残すハケの道
やこれにつながる小道や坂道等の景観
資源、文化施設に加え、道の駅や流域
内に新設された大規模商業施設等、多
数の集客拠点が点在します。

水辺の周辺には多くの史跡や
　　　　観光資源、文化施設が点在

変化に富んだ水辺の景観

手賀沼の俯瞰：
写真上部／水辺まで市街地が迫る我孫子市側
写真下部／水際に田畑が続く柏市側

　東京郊外の都市化が進む現在では、
人と鳥をはじめとする多様な生物が共
生する貴重な“自然環境”であると同
時に、流域に暮らす人々に豊かな住環
境を提供する“景観資源”ともなって
います。 道の駅しょうなん（沼側より見る）

季節ごとに多様な野鳥を観察できる

空　間

流域内の大規模商業施設（アリオ柏）

　東西に細長い手賀沼・手賀川では、
水辺ごとに景観や土地利用の方法が大
きく異なります。手賀沼北岸の我孫子
市側は、建物が多く市街を形成してい
るのに対し、南岸の柏市側は、戦後の
干拓事業で整備された農地が形成する
田園風景が広がっています。
　また、手賀沼と利根川を結ぶ手賀川
の東部に位置する印西市側では、田園
風景と水路、河岸のなごりを感じさせ
る景観を楽しむことができます。杉村楚人冠記念館のエントランス



河岸のなごりを残す印西市側の景観

!

　手賀沼の水辺では、遊歩道や緑道が
整備され、散策や自転車でサイクリン
グを楽しむ人も多く、マラソンやトラ
イアスロン大会のコースとしても活用
されています。
　また、手賀沼公園をはじめ、拠点と
なる公園や広場では、水辺を活用した
親水護岸なども整備されています。

　水辺を巡る遊歩道、
　　　　　　緑道や公園等の整備

水辺利用

　手賀沼・手賀川の水上では、釣りや
ボート、カヌーなど、水辺ではウォー
キング、サイクリングなど、様々なレ
ジャーやスポーツを楽しむことが出来
ます。おもに小学生を対象に、手賀沼
の水上を遊覧船で巡る環境学習なども
実施しています。
　また、手賀川で運行されている印西
市の「ぶらり川めぐり」に加え、柏市
の舟運社会実験「ぐるっと！手賀沼め
ぐり」が運航を始め、観光目的での遊
覧船利用なども行われています。

水辺に親しめるレジャーやスポーツ

手賀沼エコマラソン

 　  ぐるっと！手賀沼めぐり
  （道の駅しょうなん集合風景）

ぐるっと！手賀沼めぐり（遊覧船外・内観）手賀沼公園の親水護岸



　現在、手賀沼・手賀川周辺で行われ
ている事業や施設間・イベント間での
新たな広域連携を図ることで、手賀沼
・手賀川周辺に“点”在する多様な観
光資源が“線”で結ばれ、新しい相乗
効果が生まれると考えられます。

!

広域連携

　手賀沼・手賀川周辺では手賀沼花火
大会やジャパンバードフェスティバル
に加え、手賀沼エコマラソンや手賀沼
トライアスロン大会など、さまざまな
分野でイベントが行われています
（ p.13 現況図３参照）。その中には、
市域を越えて、市民参加型の水辺を活
用したイベントも催されています。

ジャパンバードフェスティバル（上２枚）

市域を越えた多様な
　　　　水辺活用のイベントの開催

手賀沼花火大会

周辺３市間の新しい相乗効果と
　　　　　　　　観光資源の可能性

■情報のつながり

■水上のつながり

■回遊路のつながり

■イベントのつながり

手賀沼トライアスロン大会

多様な広域連携手法の可能性

さらなる水辺活用の可能性
　これまで各自治体により水辺空間の
整備が行われてきましたが、サイクリ
ングやランニングコースとして不十分
な区間も一部見受けられます。
　こうした区間では、ランニングコー
スやサイクリングコースとしての周回
性をいかに演出するか、周辺の民間施
設とどのように連携するかが、今後の
にぎわい創出のポイントになります。
　また、遊覧船の活用についても、各
市拠点間をつなぎ、水上における周回
性を確保することによって、広域的な
展開による相乗効果が期待できます。
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２．手賀沼・手賀川活用の課題と目標

■手賀沼・手賀川活用の課題 

手賀沼・手賀川周辺には自然環境や景観的な要素から文化・スポーツ的な要素まで多

様な特性がありますが、こうした特性を活かした充実した水辺づくりやそれらの魅力を

伝えて集客に結びつけているとは言い難い状況です。しかし、裏を返せば、活用する余

地がまだ十分に残されているとも言えます。 

手賀沼・手賀川の特性や現状を踏まえると、以下のような課題が挙げられます。 

 

○1水辺空間の活用が市民（住み手）のライフスタイルに生かされていない。 

○2水辺空間の一体感・ブランド性を演出する整備が充分でない。 

○3水辺の活用に対応した仕組みやネットワークづくりが必要。 

○4水辺の活用に対する民間参入の機会が少ない。 

 

■手賀沼・手賀川の活用を推進することにより目指すもの

  手賀沼・手賀川にある貴重な水辺空間を活かした今までにない新しい水辺のライフス

タイルを提供していくことで、訪れる人にとって魅力的な場所にすることはもちろん、

都心近郊の水辺利用の先進事例として広く PRできる可能性も持っています。 

本書では、TEGA報告書で掲げた目標である「つながるウォーターサイドＴＥＧＡ」

が実現できるよう、手賀沼・手賀川の豊かな自然や文化的資源を有効に活用し、交流人

口を増加させるとともに、ブランド化を図り、にぎわいを創出するという目標を引き継

ぎ、本書に掲げる課題をふまえ、手賀沼・手賀川活用推進のための長期的な将来像とし

て以下の目標を掲げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．手賀沼・手賀川の一体感やブランド性を高める整備が十分でない。 

 

２．水辺利用の拡充の余地が少ない。 

 

３．上記を広域的に推進するための仕組みが整えられていない。 
 

 

１．訪れる人々が手賀沼・手賀川の豊かな自然や文化的資源を活用し、地域を 

越えた新たな交流や憩いの場を共有することで、水辺空間を取り入れた独 

自のライフスタイルを創造できること。 
 

２．手賀沼・手賀川の水辺が独自のライフスタイル創造の舞台となるよう、一 

部だけが安全で気持ちよく、楽しい場所であるのでなく、周辺地域全体が 

一体感を醸すシンボル的存在となること。 
 

  ３．そのようなライフスタイルや場所づくりを支えるため、自治体および関係 

機関のネットワーク、水辺利用のための共通ルールや民間参入の機会創出 

等、独自のシステムを持っていること。 
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３．手賀沼・手賀川活用の現況
 

■手賀沼・手賀川を活用した現行／新規の計画・事業・施設の整理 

  本項では、前項で挙げた手賀沼・手賀川の特性が、「周辺地域のどの場所で、どの様

に活用されているのか」について、活用の現況を調査し整理しました。 

次頁以降、手賀沼・手賀川を活用した千葉県・柏市・我孫子市・印西市における現行

／新規の計画・事業・施設の活用実態を地図上に図示した“現況図１～３”にまとめま

した。 

本書で用いた現行／新規の計画・事業・施設およびイベントその他のデータは、平成

２９年２月時点の、千葉県、柏市、我孫子市、印西市が関わる手賀沼・手賀川の事業等

のデータを使用しています。 

 

■現況図・リストの概要  ※次頁以降の構成順に列記 

現況図１：手賀沼・手賀川周辺 3市の現行／新規の計画・事業データ（2017年調査） 

千葉県、柏市、我孫子市、印西市の現行／新規計画・事業および各所で核となる既存・

新規施設を地図上に図示しました。 

 

現況図２：手賀沼・手賀川周辺の主な公共・民間施設の集客力データ（2017年調査） 

柏市、我孫子市、印西市内の主な公共・民間施設の集客力を地図上に円グラフで図示

しました。 

 

現況図３：手賀沼・手賀川活用周辺 3市の現行のイベントデータ（2017年調査） 

柏市、我孫子市、印西市で行われているイベントに関する開催場所と集客規模を地図

上に図示しました。また、市が把握しているイベントリストも添付しました。 

 

 

 

なお、現況図から読み取れる傾向および分析に関しては、p.１４にまとめました。 

 

 

 


